
参考 広報 ほんべつ 平成17年2月号  

◎
目
標
 
 

q   

するしくみづくリ  

施
策
の
目
標
は
、
社
会
㍍
祉
の
向
上
を
地
域
で
実
現
さ
せ
る
た
め
に
．
社
会
福
祉
法
∵
U
七
桑
 
（
以
ド
）
 
で
定
め
ら
れ
た
市
町
村
地
域
福
祉
計
画
に
盛
 
 

り
込
む
べ
き
対
頂
▲
ひ
地
域
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
事
項
②
地
域
に
お
け
る
社
会
㌫
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
健
全
な
 
 

発
達
に
閲
す
る
串
項
㊦
地
域
最
祉
に
関
す
る
活
動
へ
の
住
艮
の
参
加
の
促
進
に
閲
す
る
事
項
～
を
も
と
に
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

施
策
の
目
標
1
．
り
】
、
3
、
1
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
．
本
町
に
お
い
て
策
定
済
み
の
 
「
銀
河
描
祉
タ
ウ
ン
計
画
 
へ
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
 
 

介
護
保
険
．
有
罪
計
画
）
㌧
 
陣
が
い
者
保
健
福
祉
計
画
、
r
育
て
支
援
計
画
等
、
福
祉
聞
達
の
個
別
計
画
に
お
い
て
解
決
が
烈
し
い
日
常
生
活
課
題
等
へ
の
 
 

対
応
を
町
艮
や
自
治
会
．
㍍
址
閲
採
用
体
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
半
業
者
、
社
会
㍍
祉
協
議
会
、
役
場
が
さ
ま
ぎ
ま
な
形
態
で
協
働
し
、
解
決
す
る
し
く
み
や
 
 

活
動
の
〓
控
を
定
め
た
も
の
で
す
。
 
 
 

◎
墨
不
方
針
 
 

★
行
政
と
自
治
芸
・
 
 
 

地
域
の
団
体
に
よ
 
 
 

る
助
け
舎
【
い
の
し
 
 
 

く
み
づ
く
リ
 
 
 

★
行
政
と
町
民
に
よ
 
 
 

る
助
け
合
い
の
し
 
 
 

く
み
．
つ
く
リ
 
 

て子   

ら ど  な域   組   

る を  係の   
の い   
し活   
く 勤  
みへ   

く て   
凶  く 民      リ 間  

の   づの   
リ 背   円   く 町   

波子明子  霊蓮  り 他町自     サ域 
持辺宵   内．iこ   
の－tて  所て  コ  イ 活行的   
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月i  且〉   笈  つ   
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や∴ン し   咽   
｝∵ナ等   の   

ナ｝   
／   選ク       あ    い  挙   ル   
ス   さ  ）彗  
撃   ′1ヽ    つ  

…l－j  ラ  

箕  ●／′ つ－‾  

板 ヱ屯  †  
ご  ア  
の  警  

◎
施
策
の
展
開
方
向
 
◎
士
」
な
取
〓
ノ
組
み
内
容
 
 



参考 広報 ほんべつ 平成17年2月号  

お
 
 

を
 
 

R
兄
 
 

意
 
 

山
」
 
 

＋
守
 
ノ
イ
 
 

ち
し
て
い
士
止
す
 
 

ホ
別
 
 

こ
よ
V
一
名
毛
▲
犬
山
詰
め
 
 
 

完
成
に
向
け
て
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
二
度
の
 
 

講
演
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
そ
し
て
皆
さ
ん
が
直
接
力
－
ド
 
 

に
記
入
し
八
七
岬
も
の
話
題
・
意
見
を
出
し
合
っ
た
地
域
座
談
 
 

会
。
そ
れ
ら
の
結
果
を
も
と
に
平
成
十
六
年
七
月
、
「
み
ん
な
 
 

で
考
え
る
地
域
福
祉
研
修
会
」
 
を
開
催
し
、
課
諸
ご
と
の
解
決
 
 

策
に
知
烹
を
し
ぼ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 
 

こ
れ
ま
で
住
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
で
、
皆
さ
ん
の
意
見
、
思
い
 
 

な
ど
数
々
の
活
動
で
得
た
も
の
か
ら
地
域
福
祉
計
画
の
骨
格
を
 
 

示
す
図
を
次
の
通
り
作
成
し
ま
し
た
。
計
画
は
、
三
月
の
完
成
 
 

に
向
け
て
ま
と
め
の
段
階
に
あ
り
ま
す
。
左
図
に
対
し
て
皆
さ
 
 

ん
の
ご
意
見
を
広
く
い
た
だ
き
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
策
定
 
 

推
進
本
部
－
策
定
委
員
会
 
（
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
会
議
）
 
 

で
検
討
し
、
計
画
を
策
定
・
公
表
い
た
し
ま
す
。
 
 

本
 
 

町
が
全
国
に
さ
き
が
け
て
平
成
十
五
年
七
月
か
ら
策
定
を
 
 

開
始
し
た
 
「
地
域
福
祉
計
画
」
 
は
、
平
成
十
七
年
三
月
の
 
 

地
域
揺
故
山
計
画
 
 

こ：ミミ：さ．、．．  
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参考 広報 ほんべつ 平成17年2月号  

ヽ
 
生
準
T
コ
に
即
し
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ュ
提
供
を
具
体
的
に
施
亮
化
 
■
 
 

′
‥
 
 

（
注
－
）
バ
リ
ア
フ
リ
ー
＝
石
打
レ
〕
、
愕
〃
い
タ
持
っ
人
の
 
 

R
常
ヰ
舌
に
妬
け
ィ
√
O
「
√
“
博
写
キ
翫
り
牒
＜
こ
．
r
 
 

（
注
2
）
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
＝
封
［
汀
．
、
注
鞭
、
環
鳩
 
 

車
香
ら
炸
5
人
〃
刃
葎
し
た
す
い
蓬
■
∵
こ
．
嵩
じ
 
 

釣
り
∵
つ
ち
一
ス
て
デ
ブ
イ
、
ノ
す
柔
こ
ト
（
 
 

地域福’ 祉を推  ㊧ 
ビスの適切な利  

用の推進  

幻   
ヽ
、
 
 

推
遷
す
る
う
え
で
、
特
に
封
応
ガ
必
要
と
思
わ
れ
る
 
 

′
～
月
日
．
て
〓
〓
H
r
l
 
 

▲
■
 
 

進する体制  

づくリ  

l
 
 

展
開
方
向
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
対
し
て
、
 
 

、
 
 

1
1
I
－
－
－
－
－
－
二
一
＝
J
－
－
∫
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヽ
 
主
な
取
り
組
み
内
容
は
、
施
策
の
 
 

★
推
進
の
シ
ス
テ
ム
 
 
 

づ
く
リ
 
 

★
受
付
、
相
拉
体
制
 
 
 

の
充
実
 
 

★
憎
∵
絹
の
充
実
 
 
 

こ
′
 
 

l
 
 
▲
▼
 
 

ヽ
 
 
 
 
 
 
ヽ
 
 

ヽ
 
 
 
 
 
ヽ
 
 

ヽ
 
 
 
 
ヽ
 
 

ヽ
 
 
 

ヽ
 
 

ヽ
 
 

ヽ
 
 

あと一歩です／  

皆きんりご意見・要望  

で完成きせましぶう  

2月末日芸蒜掛  
†l三な1在り挑み内辞！等に「い‾r、気づいたこと  

や＝常圧高明【割りごとなどに対してご近所や自治会  

で取り如んでみたし1こと、投咽た一どに支援して■いら  

いたいことなとを胡面にてお帯せください．（ファ  

クス、璃すメール、†軒でも釦購てす）  

【こ連糟・お問い合わせ先】  

〒089－33こ三5  

本別町総烏ケアセンターー  

′rEL ニトー852U  

FAX 2－6811  

＝心拍器1さミビ11k⑳l（γ．ヽ・Tl．  

モ甘封It㌍lsll．一抹＿lkkiliLIG油  

惣  
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参考 広報 ほんべつ 平成17年2月号  

◎
目
標
 
 

地域福祉サービスの環境づくリ  

◎
基
本
方
針
 
 

★
安
心
・
安
全
の
措
 
 
 

祉
の
ま
ち
一
つ
く
リ
 
 

★
人
 
指
 
の
 
葺
二
束
 
 

★
貿
の
高
い
多
様
な
 
 
 

滝
祉
サ
ー
ビ
ス
を
 
 
 

瞳
摂
す
る
し
く
み
 
 

．
つ
く
リ
 
 

男   稚   

の  教   
女  址   

削      績   
共  育   
河  の   讃      体   

夢  充   
制   
の  
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展
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方
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◎
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土
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組
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内
穴
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安
心
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安
食
な
交
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璃
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韓
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安
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旭
力
あ
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生
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笈
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・
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し
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∴
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幼
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別
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∵
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∴
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］
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∴
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∴
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．
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ろ
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U
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路
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〔
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′
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／
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．
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地域福祉圏域のイメージ  
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蒼  
書慧欄g ㈲  ㈲  

地域福祉座談会のご案内  

0 0 0 自 治 会の皆さん、  
いつまでも安心して住み続けられる地域をっ  

くるために、日頃抱えている悩みや困り事、そし  

て、それらを解決するために、お互いに何が出来  

るのかを一緒に話しあいましょう！  

皆さんの参加をお待ちしております。   

本別町では、道内で唯一、国のモデル指定を受け、今年度から来年度にかけて  
の2ケ年で『地域福祉計画』を策定いたします。   

各地域の皆さんの「声」「想い」「活動」を計画に反映させる事が重要であり、  
町内を20地区に分けて座談会を開催いたします。   

この座談会の特徴は、挙手や指名によって一部の方から意見を集約するのでは  

なく、「ご自身や地域が、日常生活の中で抱えている悩みや困り事」を参加者一人  
一人がカードに書いていただく「カード記入方式」を取り入れて実施します。  
参加したすべての皆さんから意見を集約し、悩みや困りごとを1つでも解決する  

ため、一緒に話し合っていきたいと考えておりますので、子どもからお年寄り  
まで多くの皆さんの参加をお待ちしております。  

カード記入のヒントー記  

入例を裏面に記載して  

おりますので、座談会に  

お持ちより下さい！  

当日は会場に  

「託児所」もあるよ 
。 お子様連れの方もどんど  
ん参加してね。  

【日   時】 平成   年   月   日（）  

00時00分～00時00分  
【会   場】 0000000000000  

・ t 【対象自治会】 00自治会00自治会00自 
本別町一本別町社会福祉協議会  

主催：《本別町地域福祉計画策定推進本部》  

問い合せ先：本別町役場福祉課（2－2141）  

本別町総合ケアセンター（2－8520）  
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かド記Åのヒント（てがかり）  
◎課題は下記の6分野に区分することとします。  

◎記載した内容はあくまでも例です。これにとらわれず、   4（課題番号）  

足が不自由なの  

で、地震などの災  

害の時一人で避難  

できるか不安だ。  

自由にカードに記入してください。  

◎記入したカードが、どの分野かわかるものは   

カードの左上に番号を記入してください。  

例）足が不自由なので、地震などの災害の時一人で   

避難できるか不安だ。  

という課題を抱えている場合は、分野番号4（交通・防災）を  

左上に記入し、課題等を記入して下さい。（右参照）  

分  野   内  容   

・若い人が健康づくりに無関心  

I．健康  
・食生活の改善についてもっと情報がほしい  

・糖尿病食などの治療食を作れない  

・健康のため運動したいが、運動する機会がない   

・近くにこどもの遊べる広場などがあったらいいのだが  

・子育てに悩んでいる人がいる  

2．ことも（学校）  ・近所に介護に疲れたおばあちゃんがいて、心配だ   

高齢者   ・閉じこもりがらな父親の話し相手がほしい   

障害のある人   ・障害のある子がいるが、親が⊂くなったら心配だ  

・障害のある人も気がねなく参加できるイベントがあったらいいのだ  

が（一緒に参加してくれる人がほしい）   

・自治会活動に参加しない人が増えてきた  

・年々高齢化が進み、盆踊り等をやるのが大変になってきている  

3．自治会・地域活動        ・役員のなり手、後継者がいない  
・葬儀をやるのが大変になってきている  

・となり近所の付き合いがな＜なってきた   

・通院の足がなくて、隣のお年寄りが因っている  

・高齢者や障害のある人が散歩しやすいように、段差がない歩道をつ  

4．交通・隋策  ＜ってほしい  

・足が不自由なので、地震などの災害の時⊥人で避難できるか心配だ  

・災害の時、どこに避難していいかわからない   

・ごみ出しのマナーがなってない  

5．環境  
・ごみの分別が大変だ、  

・犬、猫のふんで因っている  

・夜、車の音がうるさくて眠れず因っている   

・ボランティア活動をしたいが、どうすればいいかわからない  

・訪問販売（押し売り）が多くで怖い、どうにかしてほしい  

ふ．蟹の他  ・高齢者や障害のある人、妊婦さんなどの意見を聞いてくれる揚がほ  

しい  

・子育て、介護のため、外出の機会がない   
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「一万人の訴茶の間トーク」～今ユ箸発揮Jご近所の底力～  

（地域福祉座談会）タイムスケジュール  

地区名：  

田 時：平成  年  月  日（） ※午後7時～午後9時の場合  

会 場：  

参加者：  

予定時間  実際の時間   式  次  第   摘  要   

18：30  事務局員集合／会場準備   ◇リーダー、サブt」一夕ー   

地域代表者と打ち合わせ  

受  付   【担当：  】  

資料、筆記用具等配布   

19：00  ＜地域座談会開始＞   【進行： 】  

自治会（地区）代表者あいさつ 匡司   【自治会長】   

19：05  地域福祉計画及び座談会の主旨説明 巨頭  【リーダー】  

サブリーダーが紹介する   

19：17  担当職員自己紹介   団  

19：20  座談会の流れ（時間配分、カード記入）、地域  

データ（チラシ裏面）・地域特徴の説明  

巨：萱召   

19：30  ＜生活課題の検討＞  

課題のイメージづくり巨亘司  

19：40  カード配付・記入作業 巨：萱召   カード記入のヒントを使う   

19：50  カードの分類・整理 圧亘司   提出順にカードを言売上げながら  

分類   

20：00  出された課題についての話し合い匡重要  

参加者からの質問  

20：45  まとめ 巨：萱司   ・参加者から感想をもらう  

参加者感想   ・担当者も感想を言う  

・今後の計画策定予定を説明   

20：55  ＜座談会終了＞ 匡召   【進行：  】  

・お礼のあいさつ   【リーダー】  

・自治会（地区）代表者あいさつ   【自治会長】  

※時間配分は目安です。  

※時間管理は「記録」が担当し、その経過を記録しておくこと。  
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昨年の10月27日に行った向陽町でのモデル座談会を経て、1月20日から本格的にス  
タートした地域座談会は、自治会、担当された職員の方のご協力により、2月27日をもっ  
て全ての地区が無事終了いたしました。ほんとうにありがとうございました。   

担当した職員は、座談会の開始前は緊張の高まりとともに、何ともいえない不安を感じた  
り、地域の率直な意見に一瞬頭の中が真っ白になったり、また、目の前の沢山のカードに喜  

びを感じるとともに、カードを読みあげながら「どうやってまとめようか」と悩んだりもし  

ました。そして苦労したことは、地域のみなさんとの討論から解決策を導くことが難しいこ  

とでした。ともすれば、先に結論を言ってしまったりして…。なんにせよ、一人ひとりが貴  

重な経験ができたのではないでしょうか。  

今回は、2月15日  20日に開催された3地区の様子をお知らせいた  します。  

地区の人口：539人 地区の世帯数：2  51世帯（いずれも15年12月末現在）  
会  場：北地区交流センター  時間：13時30分～15時30分  
担当職員：政策室 大住室長（リーダー） 福祉課 長屋主査（サブリーダー）  

老人ホーム 大場寮母・井戸川主査（記録）  
参加者：37人  
出された課題（カード）の数：64枚  
課題についての話し合いのなかで出された意見（抜粋）  
※「座談会もいいが、実際に役場職員が独居等訪問して話を聞いているのか」という意見からスタ   

ート！  

○最近、葬儀の仕方も多様化してきているが、専門業者に頼んでも2人位しかこないので、他は地   
域の協力手伝いがなければできない。   
（勤務の都合等で男性のお手伝いが確保しづらいとの意見も）  

○病院通院の足がなく、高齢者が困る。（北6丁目の方は北8丁目の停留所まで遠い）  
○緊急の場合、身近で連絡できる体制づくりが必要ではないか。   

⇒北7丁目自治会では、福祉委員を各班に配置し緊急時の連絡体制をとっている。   
⇒北8丁目自治会では、災害時に1時間以内には居宅訪問している。  

○大雪の場合、自分のところで精一杯。高齢者世帯まで手が回らないのが実態。  

○（ゴミ問題）いくら話をしても、自分のために一生懸命やるんだという気持ちがあってはじめて   
人のためになる。自覚が必要。などなど・・・  

※最後に北8丁目自治会、佐々木自治会長から「地域では非常に多くの意見をかかえているんだと   
改めて確認させられました。これからも住みよい楽しい地域づくりに邁進したいと思います几   
とご挨拶いただきました∩  
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地区の人口：628人 地区の世帯数：239世帯（いずれも15年12月末現在）  

会  場：新町集会所 時間：19時00分～21時00分  
担当職員：選挙管理委員会 清水局長（リーダー） ケアセンター 飯山主査（サブリーダー）  

老人ホーム 松浦寮母・北野主査（記録）  

参加者：26人  
出された課題（カード）の数：37枚  
課題についての話し合いのなかで出された意見（抜粋）   

※座談会の主旨、合理化の意味などについて冒頭から熱い討論で幕開け。  

○高齢者の方で、ひとりで除雪できない人がいると聞いて対応したいが。   
⇒自治会としてもネットワークで話し合いを進めていく。  

○（ゴミの分別について）範囲外の人でも残ったゴミの分別等に協力してくれる。   

金曜日に残っていることが多く、お互いに協力し合い和にもつながっている。  
○ゴミの分別について、名前を書いていただく方法をとっているが、まだまだ浸透し   

ていない。年末には衛生だよりを出してゴミステーションを閉鎖している。  
○役員のなり手がいない．若手がいない。  

○高齢者における緊急システムが具体化しているのか。  

○（新町地区には）排雪所があり、その作業中に狭い道でトラックとすれ違うが、道が閉鎖状   
態となる。上手くローテーションできないものか。   

（その他にもいろいろなご意見をいただきました）  

※前傍白治会長から「地域福祉の実現に向けて、それぞれ行政で対応できるもの．自治会で対   
応できるものを検討していきたい。」とのご挨拶をいただきました。  

地区の人口：407人 地区の世帯数：184世帯（いずれも15年12月末現在）  
会  場：本別町体育館 時間：19時00分～20時45分  
担当職員：出納室 三好室長（リーダー） 福祉課 毛利補佐（サブリーダー）  

ケアセンター 森下保健師（記録）  
参加者：16人  

出された課題（カード）の数：36枚  
課題についての話し合いのなかで出された意見（抜粋）   

※丁寧な議論がされていたようです。（それとも報告書のまとめ方がいいのかな？）  

○役員の担い手は、地域のデータから65歳以上の割合をみると、結論はでている。   
半永久的に担い手を確保することは難しいのではないか。  

○この地域は商業地域であり、昔と違って家族ぎりぎりで店をやっているので、参加するといっ   

ても店を閉めてまでも活動することは難しい。  

○ゴミの出し方は話し合いで解決するが、故意ではなく、高齢者などがわからなくて出す場合が   

ある。地域によってはネットワークで分別を手伝っているが、地域で行うにも限界がある。有   
償ボランティアなど、高齢者が増加してくる将来に向けて考えていかなければならない。  

○ペットの糞の問題は、大通りが特にひどい。マナーがひどい。  

○（訪問販売・悪徳商法の問題から）地域では話し相手や楽しみもない。そのような店に行くと   
とても親切で話がおもしろいと言う。地域で一人きりにならないように、サロンのようなもの   

が地域でも必要になってくるのではないか。このような場を通して情報交換ができる 。悪徳商   
法にだまされることへの予防にもなるのでは。 などなど・・・  

※最後に北2丁目佐藤自治会長から「自治会でも取り組めることはあると感じたので、持ち帰り   
検討していきたい。」とのご挨拶をいただきました。  
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